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大阪市西区江戸堀1-9-1 肥後橋センタービル
広島市中区袋町4-21 広島フコク生命ビル
高松市サンポート2-1 高松シンボルタワー
福岡市博多区店屋町1-35 博多三井ビルディング2号館
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フェンス・道路技術部

TEL.03(5715)7680
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青森営業所
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沖縄営業所

青森市古川 2-20-6 AQUA 古川2丁目ビル
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那覇市久茂地3-21-1 國場ビル
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〒020-0034
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金属製遮音板

Rモード
JFEの防音壁

金属製吸音板
　標準形式、両面型式、支柱
背面隠蔽型式など条件に合わ
せてお選びいただけます

透光板
　ポリカーボネート製、アク
リル製からお選びいただけま
す

エスキューパネル
　弾力性のある吸音材の使用
で、人が接触する可能性があ
る場所に最適です

Rモード
　本カタログです

ビューソーン
　透光性と遮音性さらに吸音
性の3 機能を兼備した吸音板
です

サイレントホーン
　音波の多重回折と干渉で減
音する吸音材を使用しない防
音装置です



Rモード 概要・特長
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土工部
コンクリート製遮音板

土工部
コンクリート製遮音板交差部 パネル落下防止のため

金属製吸音板

すべて
Rモード

高架部 軽量化のため
金属製吸音板

従来

施工費比較

パネル（下部）の詳細劣化した金属製吸音板の例

輸送効率比較

落下防止機能パネルの設置

Rモード

コンクリート製遮音板
（430kg/枚)

Rモード
（53kg/枚)

Rモードですっきり

土工部にも Rモード 交差部にも Rモード 高架橋にも Rモード

工事費

材料費
コンクリート製

遮音板
Rモード金属製吸音板

（基準）

100
90
80
70
60
50
40

（当社試算による）

Rモードは吸音性能を必要としない遮音壁に最適な金属製遮音板です

Rモード設置例

金属製遮音板

アルミ正面板

異種金属接触

Rモード

高耐候性
めっき鋼板

Rモードは4トンユニック車に38枚積載が可能で
す。これはコンクリート板の約6倍です。つまり
コンクリート板では6台必要だったトラック輸送
がわずか1台で可能になり、輸送で発生するCO₂
を大幅に削減することができます。

従来のパネル式遮音板と同じ施工方法ですの
で、安全に・スピーディーに施工が可能です。

オプションの落下防止機能により、パネルの
落下を防ぎます。

Rモードは他工法と比較して低コストで施工でき
ます。

特に現場での工事費はコンクリート遮音板に比べ、
約35％削減することができます。

リサイクル可能な材料ですので交換時の産廃処理
費も大幅に削減できます。

Rモードの部材はすべて高耐候性めっき鋼板を使
用しています。異種金属の接触による腐食があ
りません。

リサイクル可能な金属製ですから、廃棄による
CO₂発生が削減できます。

環境にやさしい

低コストです

施工性に優れ安全です

耐久性に優れます

特長-1

1/6に削
減

トラック
の台数も

輸送によ
るCO₂発

生量も

35%削減
工事費を

特長-2

特長-3

コスト削
減と

環境負荷
低減に パネル落

下
防止対策

に 高架橋の
軽量化に

特長-4

アイボルト

ワイヤロープ



既設遮音板の劣化状況(例)

Rモード 仕様・他
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Rモードで更新された既存遮音壁の劣化状況の例です。

1.金属製吸音板の例

アルミ正面板

2.コンクリート製遮音板の例

コンクリート製遮音板

標準仕様 低光沢仕様 低光沢仕様の適用事例

使用材料

比較表

選べる質感

製品形状

Rモードの位置づけ

                主要部材名称

金属製遮音板
（Rモード）

固定金具

正面板
背面板・側面板
シール材

使用材料
JIS G3323 SGMC400-K27   t=0.6㎜

JIS G3323  SGMH400-K27 または JIS G3317  SZAH400-Y27    t=1.6㎜
クロロプレンゴム5倍発泡（C-4305）   t=2㎜、t=1㎜
JIS G 4313 SUS301- CSP 3/4H　 t=1.5㎜

道路用遮音壁には下記に示すような種類があり、Rモードは反射型遮音板に属します。

Rモードの製品形状を下図に示します。

Rモードは耐候性に優れためっき鋼板を使用しています。

                　　　　　　比較項目
耐久性

施工性

安全性

音響性能

設置可能場所

耐用年数
製品重量

施工時の安全性
施工可能枚数/日※
耐風圧・耐衝撃性能
落下防止対策
吸音性能
透過損失
土工部
道路交差部
高架橋

Rモード
○ 約45年（海岸地帯）

○ 53kg/枚
○
31枚
○
○
×
○
○
○
○

コンクリート製遮音板
○ 約40年
△ 430kg/枚

△
20枚
○
×
×
○
○
×
×

金属製吸音板
△ 約20年（海岸地帯）

○ 50kg/枚
○
31枚
○
○
○
○
○
○
○

Rモードと他の遮音板の比較

低光沢処理鋼板やカラーバリエーション対応も可能です。

道路遮音壁の分類
（令和3年 設計要領第五集　遮音壁NEXCO総研発行より参照）
道路遮音壁の分類
（令和3年 設計要領第五集　遮音壁NEXCO総研発行より参照）

※土木工事積算基準(令和7年度版)※土木工事積算基準(令和7年度版)

注）図中の「吸音型」の「金属製遮音板」は、本カタログでは「金属製吸音板」と表記しています。注）図中の「吸音型」の「金属製遮音板」は、本カタログでは「金属製吸音板」と表記しています。

遮音壁
遮音板

基礎

支柱

その他

反射型

Rモード

吸音型

コンクリート製遮音板
透光性遮音板

その他吸音性能を有さない遮音板
先端改良型

金属製遮音板
その他吸音性能を有する遮音板

先端改良型※

L=3960（1960）

50
0
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※遮音壁高さを抑えたい場合 降雪地での適用
Rモードは降雪地でも適用できます。



Rモード 採用実績
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Rモード設置後

更新前のコンクリート遮音板

既存遮音板の劣化更新事例

コンクリート遮音板 撤去作業

撤去したコンクリート製遮音板

東北自動車道（羽生IC～館林IC間）

Rモード設置後

Rモード沿道側（背面）

Rモード施工状況

更新前のコンクリート遮音板

東北自動車道（須賀川 IC付近

）



Rモード設置後

更新前のコンクリート遮音板

交差部の落下防止事例

北陸自動車道（長浜IC付近）

　

名神自動車道（芹川橋～多賀橋間）

中国自動車道 福崎管内（福崎IC付近）

　

名神自動車道（多賀橋～多賀SA間）
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Rモード 採用実績

既存遮音板の劣化更新事例
関越自動車道（鶴ヶ島 IC～東松山 IC間）

撤去後のコンクリート
遮音板の写真から板の
取替時期を迎えている
ことが確認できます。

※吸音性能を必要とする遮音壁であっても、その高さが3ｍ以上の場合、
　腰部（1ｍまで）は吸音機能のない遮音板とすることができ、建設費の縮減が可能です。

遮音壁の腰部への設置事例※

広島呉道路（坂IC付近）

高架橋への設置事例
北陸自動車道（茨目橋）

下2段にRモードを設置

金属製吸音板



Rモードパネル正面側を施設の外向きに設置

施設出入口は透光板と組合せ視認性を確保 Rモードと透光板の連続設置

設置状況（敷地外側） 設置状況（敷地内側）
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写真データをお送り下さい

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

そ
の
他

中
日
本

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

                     施工箇所

東北自動車道 郡山管内 (那須川IC付近)

北陸自動車道  (茨目橋)

東北自動車道 加須管内

関越自動車道 湯沢管内

北関東自動車道 高崎管内

東北自動車道 郡山管内

東北自動車道 加須管内

関越自動車道 所沢管内

東北自動車道 加須管内

東北自動車道 福島管内

北関東自動車道 高崎管内

東北自動車道 郡山管内

関越自動車道 所沢管内

東北自動車道 福島管内

東北自動車道 福島管内

関越自動車道 所沢管内

東北自動車道 仙台管内

東北自動車道 郡山管内

北関東自動車道 高崎管内

東北自動車道 福島管内

東北自動車道 原瀬川橋

東北自動車道 福島管内

北関東自動車道 高崎管内

東北自動車道 郡山管内

東北自動車道 福島管内

東北自動車道 福島管内

東北自動車道 郡山管内

東北自動車道 福島管内

東北自動車道 福島管内

東北自動車道 仙台管内

関越自動車道 所沢管内

中央自動車道 弓振川橋

北陸自動車道 彦根管内

北陸自動車道 彦根管内

名神高速道路 羽島管内

中国自動車道 福崎管内

広島呉道路 広島管内

高松自動車道 観音寺SIC付近

ホームセンター 群馬

物流センター 札幌

物流センター 札幌 

 

数量

436㎡

24㎡

100㎡

12㎡

112㎡

520㎡

2170㎡

276㎡

775㎡

634㎡

36㎡

186㎡

95㎡

308㎡

116㎡

142㎡

255㎡

285㎡

470㎡

100㎡

785㎡

4㎡

16㎡

630㎡

240㎡

368㎡

848㎡

88㎡

8㎡

6㎡

78㎡

10123㎡　　

6㎡

18㎡

418㎡

418㎡

860㎡　　

148㎡

370㎡

16㎡

534㎡　　

528㎡

252㎡

193㎡

973㎡　　

施工年度

2019

2019

2019

2019

2019

2020

2020

2020

2021

2021

2021

2021

2021

2022

2022

2022

2022

2022

2022

2022

2023

2023

2023

2023

2023

2024

2024

2024

2024

2024

2024

　　　　　合計

2020

2020

2020

2021

　　　　　合計

2021

2022

2025

　　　　　合計

2021

2023

2024

　　　　　合計

その他の適用例 Rモード施工実績一覧
ホームセンター外周への設置例（群馬県北群馬郡）

物流センター外周への設置例（札幌市）

原瀬川床版取替工事2023年度

東北自動車道郡山管内2023年度

東北自動車道 福島管内2024年度

東北自動車道郡山管内2024年度

ホームセンター2021年度

Rモード設置

北関東自動車道 高崎管内2019年度

Rモード 採用実績


